
 

  

受験は３年生から？ 

冬休み明けの初日、３年生への激励会が行われまし

た。いよいよ受験シーズンの始まりです。激励会では、

入試に臨む３年生に、１、２年生から応援メッセージを

書いたフクロウダルマとシクラメンが送られました。前

生徒会長からは、お礼の言葉と共に「１、２年生は、ま

だ先のことだと思っているかもしれないけど、３年生に

なってから、１、２年生の時にもっとやっておけば良か

ったと後悔している人もいる。そうならないように、今

から目標に向かって頑張ってほしい。」というメッセー

ジをもらいました。１月、２月は３年生にとって勝負の月であると同時に、みなさん１年生にとっても勝

負の月です。２月には診断テストと学年末テストという大きなテストが２つあります。そして、その結果

は２年後の高校入試にも関わってくるのです。そう、受験は１年生から始まっているのです。そこで、自

分の２年後について考えるきっかけになればと思い、先日の学活では進路についての学習をしました。そ

の中で、高校には国立、公立、私立の３種類あることや学区制によって受験できない学校もあること、内

申点とは何かなどについて説明しました。下は、そのときの感想の一部です。 

● 私はいつも目の前のテストだけを意識して勉強していましたが、今回進路学習を受けて、高校受験や将来の夢を見通

して努力することが大切だとわかりました。３年生になってから困らないように、1 年生の時から先を見通して努力し

たいです。 

● 高校受験はそう遠くないことや、今やっておかないと困るということ、高校受験は簡単なものではないということと

かが身にしみてよくわかりました。2 年後、困らないように、後悔しないように、そして喜べるように、今しっかり勉

強しておきたいと思います。 

● 私は、あと２年もあるし、まだ関係ないと思っていたけど、今日の学習で他人事じゃないんだなぁと思いました。こ

れからは、今まで以上にあいさつはもちろん、進んで行動できるようになりたいです。 

● 高校入試に向けて頑張らないといけないけれど、そのためだけにやるのではなく、人として自然にできるようにすれ

ば、自分も成長できるし、周りの人もいい気分になれると思います。もっと人に優しくしていきたいです。 

入学してからもうすぐ一年。怠け心やあ

きらめ、さぼりたい気持ちが出てくる時期

でもあります。自分の夢に向かって、今で

きることに精一杯取り組んでもらいたい

なと思います。 
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送別芸能祭にむけて、オーディション実施！ 

３月に行われる送別芸能祭にむけて、昨年の 12月

から準備が始まっています。題目は劇団四季の「ド

リーミング」に決まり、さっそく１年団有志による

シナリオ作成が行われました。ビデオから文字おこ

しをするのは簡単なことではありませんが、自ら進

んで多くの人が手伝ってくれ、無事完成しました。

現在、そのシナリオをもとに、役者希望者のオーデ

ィションが行われています。（この団通信が配られ

る頃にはすでに終了しているかもしれませんが）役

者希望の人たちの成長率とレベルの高さに、審査員

の先生や生徒からは、驚きの声が聞かれました。審

査に当たってくれた生徒の声を紹介します。 

● １回目のオーディションを見て、思ったことは、全員が

それぞれの役になりきっていて、どの人に役を任せても

大丈夫だなと感じました。また、１人１人の強い思いが伝

わってきて、みんなすごく練習してきたんだろうなぁと

思いました。希望した役になれた人、なれなかった人がい

ると思いますが、どの役になっても頑張ってください。み

んなでより良い劇にしましょう。 

● 僕がオーディションの審査員をして思ったことは、それ

ぞれの役を目指す人が、その人の本来の性格とは違ってい

ても、その役になりきって、本当にそういう性格の人のよ

うに演じていることです。どの人も個性的な役そっくりに

演じていて、審査員としてその中からあえて優劣をつける

のがとても難しかったです。3年生に「１年生の劇を見て

良かった」といってもらえるように、１人１人が個性を活

かして頑張りましょう。 

 

ドリーミングのストーリー 

クリスマス・イブの夜。貧しい木こりの子、チルチルとミチルは、裕福な隣家の様

子をうらやましそうに見ていた。すると突然、妖婆がやってきて「娘の病気を治すた

めに、青い鳥を探してほしい」と言う。何の病気かチルチルが聞くと妖婆は「たぶん

幸せになりたいのだろう」と答えた。妖婆からもらったダイヤのついた帽子をかぶ

ると、いままで見えなかった「本当のもの」がはっきりみえるようになる。帽子の魔

法で現れた、犬、猫、火、水、牛乳、砂糖、光などの精たちと共に、兄弟の青い鳥を

探す旅が始まる。 

 さまざまな出会い、別れ、恐れ、友情、裏切り…幻想的な旅の中で、2 人が得たも

の、そして失ったもの。果たして青い鳥はみつかるのか。いま幸せを探す長い長い旅

が始まる…  


